
兵庫・神戸産業界

苦
し
み
克
服
闘
い
の
日
々
企
業
復
興
へ
軌
跡
振
り
返
る

被
災
地
へ
「
勇
気
と
希
望
」
を

ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
神
戸

１６年ぶり「ファイト」灯す

　◎…東日本大震災から１カ月の４月 日、
神戸のメリケン波止場の夜空に 年ぶりに
「ファイト」と、「日本」の文字が浮かび上
がった。 年１月 日の阪神・淡路大震災
に自身も被災したホテルオークラ神戸が同年
２月 ― 日、神戸市民を励まそうとホテル
の窓を使い「ファイト」と表示した。それ以
来のライトアップだ。
　◎…今回の光景は被災地から直接見られな
いが「復興を果たした神戸から少しでも勇気
と希望が届けられたら」とエールを送った。

　
東
日
本
大
震
災
は
震
災
や
津
波
に
伴
う
激
甚
被
害
、
被
災
エ
リ
ア
の
広
大
さ
な
ど

年
前
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
と
比
べ
よ
う
も
な
い
規
模
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し

被
災
し
た
地
元
企
業
、
地
域
住
民
の
苦
し
み
、
そ
れ
を
克
服
し
て
い
く
日
々
の
闘
い

に
か
わ
り
は
な
い
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
被
災
し
た
神
戸
製
鋼
所
、
三
ツ
星
ベ
ル

ト
、
神
栄
の
地
元
名
門
企
業
３
社
を
中
心
に
神
戸
の
街
の
復
興
へ
の
取
り
組
み
を
振

り
返
り
被
災
地
の
励
ま
し
に
し
た
い
。

売
電
事
業
に
本
格
参
入
社
の
存
亡
か
け
プ
ロ
推
進

発祥の地に帰還地域と歩む道選択

趣
あ
る
姿
で
復
活
本
社
ビ
ル

神
戸
製
鋼
所

三
ツ
星
ベ
ル
ト

神
栄

▲神
戸
中
心
街
か
ら
港
へ

通
じ
る
京
町
筋
も
き
れ

い
に
復
興
し
た

▲操
業
ス
ト
ッ

プ
し
た
神
戸

製
鋼
所
神
戸

製
鉄
所
の
高

炉

　
明
治
の
外
国
人
居
留
地
か

ら
発
展
し
た
港
町
の
面
影
を

残
す
元
町
や
三
宮
で
も
、
明

治
の
洋
館
は
も
と
よ
り
大
正

か
ら
昭
和
初
期
、
第
２
次
世

界
戦
後
の
高
度
成
長
期
な
ど

に
建
っ
た
ビ
ル
の
多
く
が
倒

壊
し
た
り
傷
つ
い
た
。

　
Ｊ
Ｒ
三
ノ
宮
駅
か
ら
南
へ

港
ま
で
向
か
う
京
町
筋
の
角

地
。
明
治
の
生
糸
商
社
、
絹

織
物
業
か
ら
始
ま
り
、
創
業

１
１
０
年
を
迎
え
る
直
前
だ

っ
た
神
栄
の
本
社
ビ
ル
も
、

７
階
建
て
ビ
ル
の
３
階
部
分

が
座
屈
す
る
な
ど
修
復
不
可

能
と
な
り
、
全
面
建
て
替
え

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　
近
く
の
神
戸
市
役
所
な
ど

被
害
状
況
が
よ
く
似
た
ビ
ル

も
多
か
っ
た
が
、
震
災
か
ら

３
年
た
っ
た
１
９
９
８
年
３

月
に
は
８
階
建
て
本
社
ビ
ル

を
新
築
。
京
町
筋
に
面
し
て

噴
水
を
配
し
た
趣
あ
る
姿
に

よ
み
が
え
っ
て
い
る
。

　
海
に
近
い
海
岸
通
り
な
ど

で
も
由
緒
あ
る
建
物
が
軒
並

み
被
害
を
受
け
た
。
居
留
地

時
代
の
遺
構
と
し
て
ノ
ザ
ワ

の
本
社
敷
地
に
残
る
旧
居
留

地

番
館
も
全
壊
し
た
が
、

昔
の
ま
ま
に
修
復
。
商
船
三

井
、
郵
船
と
い
っ
た
船
会

社
、
金
融
機
関
な
ど
の
ビ
ル

も
往
時
の
面
影
を
残
し
て
復

旧
さ
れ
神
戸
観
光
の
人
気
の

ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
。

　　 ２０１１年 平成２３年 ６月２０日 月曜日 【広告特集】 （ ）

　
１
９
９
５
年
１
月

日
の

未
明
に
襲
っ
た
阪
神
・
淡
路

の
地
震
は
神
戸
の
中
心
街
か

ら
少
し
東
へ
寄
っ
た
灘
区
や

東
灘
区
で
も
歴
史
あ
る
多
く

の
酒
造
場
、
酒
蔵
を
軒
並
み

倒
壊
さ
せ
る
な
ど
大
き
な
被

害
を
与
え
た
。

　
中
央
区
の
本
社
一
帯
、
灘

区
に
あ
る
神
戸
製
鉄
所
や
兵

庫
県
加
古
川
市
の
加
古
川
製

鉄
所
が
被
災
し
た
神
戸
製
鋼

所
も
１
０
０
０
億
円
を
超
え

る
損
害
を
被
っ
た
。
高
炉
は

ス
ト
ッ
プ

神
戸
製
鉄
所

し
、
荷
役
用
ク
レ
ー
ン
な
ど

多
く
の
設
備
も
破
損
、
倒
壊

す
る
被
害
を
受
け
当
面
の
復

旧
と
と
も

に
、
事
業
の

大
幅
見
直
し

を
迫
ら
れ

た
。

　
神
戸
製
鉄

所
は
世
界
的

シ
ェ
ア
を
持

つ
自
動
車
弁

バ
ネ
用
線
材
の
主
力
工
場
。

幸
い
高
炉
の
被
害
は
致
命
的

な
も
の
で
な
か
っ
た
が
、
４

月
２
日
の
再
火
入
れ
ま
で
に

約
２
カ
月
半
を
要
し
た
。
線

材
・
棒
鋼
工
場
は
高
炉
に
先

立
っ
て
２
月
末
―
３
月
初
め

に
相
次
い
で
操
業
を
再
開
。

製
鋼
工
程
な
ど
を
含
め
工
場

全
体
の
活
動
が
再
び
軌
道
に

乗
っ
た
の
は
８
月
だ
っ
た
。

　
既
存
工
場
の
再
開
と
並
び

震
災
復
興
の
目
玉
に
な
っ
た

の
が
神
戸
製
鉄
所
構
内
で
の

発
電
卸
事
業

Ｉ
Ｐ
Ｐ

開

始
。
石
炭
炊
き
出
力

万

の
発
電
機
２
基
を
備
え
た

大
型
火
力
発
電
所
を
建
設
し

関
西
電
力
へ
売
電
す
る
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
産
業
へ
の
本
格
参

入
を
目
指
す
も
の
。

　
電
力
自
由
化
の
動
き
に
沿

っ
て
震
災
前
か
ら
研
究
し
て

い
た
が
、
震
災
被
害
の
上
に

２
０
０
０
億
円
を
超
え
る
投

資
は
ま
さ
に
社
の
存
亡
を
か

け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
っ

た
。

年
３
月
に
着
工
し
２

０
０
２
年
に
１
号
機
、

年

に
は
２
号
機
が
稼
働
し
、
現

在
は
安
定
し
た
収
益
の
見
込

め
る
優
良
事
業
に
育
っ
て
い

る
。

　
被
災
し
た
本
社
地
域
の
一

部
は
神
戸
市
の
東
部
新
都
心

Ｈ
Ａ
Ｔ
神
戸

と
し
て
整

備
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
Ｈ
Ａ

Ｔ
神
戸
に
は
世
界
保
健
機
関

Ｗ
Ｔ
Ｏ

や
国
際
協
力
機

構

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

の
出
先
、

震
災
を
記
念
し
た
人
と
防
災

未
来
セ
ン
タ
ー
、
兵
庫
県
立

美
術
館
な
ど
が
立
ち
並
び
震

災
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
エ
リ
ア

の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　
密
集
し
た
工
場
、
ビ
ル
や

民
家
な
ど
の
倒
壊
、
震
災
後

発
生
し
た
火
災
な
ど
で
多
く

の
犠
牲
者
を
出
し
た
神
戸
市

長
田
区
は
、
地
場
産
業
の
ケ

ミ
カ
ル
シ
ュ
ー
ズ
を
は
じ
め

多
く
の
企
業
が
職
場
や
工
場

を
失
っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
長
田
駅
南
の
商
店
街

通
り
か
ら
東
へ
、
新
湊
川
の

細
い
川
を
１
本
隔
て
た
苅
藻

・
真
野
地
区
に
本
拠
を
置
く

三
ツ
星
ベ
ル
ト
は
、
震
災
直

後
に
発
生
し
た
火
災
を
間
近

に
、
自
衛
の
消
防
隊
約

人

が
出
勤
。
余
震
に
揺
れ
る
工

場
、
さ
ら
に
周
辺
の
家
々
を

守
り
切
っ
た
。

　
震
災
数
年
前
に
三
ツ
星
の

本
社
機
能
は
Ｊ
Ｒ
神
戸
駅
前

の
ビ
ル
へ
移
っ
て
お
り
、
震

災
に
よ
る
業
務
自
体
に
大
き

な
支
障
は
な
か
っ
た
。
し
か

し
会
社
発
祥
の
地
で
周
辺
住

民
と
と
も
に
震
災
被
害
を
食

い
止
め
た
経
験
は
、
地
域
企

業
と
し
て
の
存
在
を
問
い
直

す
き
っ
か
け
と
な
り
、
２
０

０
１
年
に
神
戸
市
南
部
を
横

断
す
る
地
下
鉄
海
岸
線
の
開

通
を
控
え
て
、

年

月
に

本
社
を
再
び
長
田
へ
戻
し

た
。
以
後
、
「
地
域
社
会
と

と
も
に
」
を
合
言
葉
に
七
夕

や
ク
リ
ス
マ
ス
の
催
し
を
一

緒
に
盛
り
上
げ
、
三
ツ
星
の

工
場
が
あ
る
香
川
県
さ
ぬ
き

市
、
京
都
府
綾
部
市
の
地
域

住
民
と
の
交
流
会
な
ど
も
続

け
て
い
る
。


